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(54)【発明の名称】 生体の蛍光観察装置

(57)【要約】
【課題】ワゴンの配置位置が制約される場合でも、ワゴ
ンに立設されたテレビカメラスタンドの回動範囲と周囲
に配置された機器との干渉をできるだけ避けて、装置全
体を操作し易くすることができる生体の蛍光観察装置を
提供すること。
【解決手段】テレビカメラスタンド２０を立設固定する
ためのスタンド固定部７１をワゴンの複数箇所に設け、
テレビカメラスタンド２０を複数箇所のうちのいずれか
に選択的に立設固定できるようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡の接眼部を通った通常の内視鏡観察
画像を撮像するための通常画像撮像用テレビカメラと上
記接眼部を通った蛍光観察画像の光の強さを増幅して撮
像を行うためのイメージインテンシファイア付き蛍光画
像撮像用テレビカメラとを含むテレビカメラユニットを
吊り下げて支持するためのテレビカメラスタンドが、上
記内視鏡及び上記テレビカメラユニットと同時に用いら
れる機器類を載せるためのワゴンに立設された生体の蛍
光観察装置において、
上記テレビカメラスタンドを立設固定するためのスタン
ド固定部を上記ワゴンの複数箇所に設け、上記テレビカ
メラスタンドを上記複数箇所のうちのいずれかに選択的
に立設固定できるようにしたことを特徴とする生体の蛍
光観察装置。
【請求項２】上記スタンド固定部が、上記ワゴンの左右
対辺位置に設けられている請求項１記載の生体の蛍光観
察装置。
【請求項３】上記テレビカメラスタンド以外の付帯部材
を上記テレビカメラスタンドとは別に位置を選択して上
記ワゴンに固定できるように、上記付帯部材を固定する
ための付帯部材固定部が上記ワゴンの複数箇所に設けら
れている請求項１又は２記載の生体の蛍光観察装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡を利用し
て通常の内視鏡観察と蛍光観察とを行えるようにした生
体の蛍光観察装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】特定の波長領域の光（励起光）が照射さ
れると生体が蛍光を発することを利用して、内視鏡を利
用した蛍光観察が行われている。
【０００３】そのような蛍光観察を行うのに用いられる
内視鏡は、挿入部の先端に配置された対物光学系によっ
て得られた観察画像を、挿入部内に挿通されたイメージ
ガイドファイババンドルによって接眼部に伝送して観察
する通常観察用のものと同じである。
【０００４】そして、内視鏡の接眼部を接続するための
接続機構が下端部に設けられたテレビカメラユニットに
は、接眼部を通った通常の観察画像を撮像するための通
常画像撮像用テレビカメラと、接眼部を通った蛍光観察
画像の光の強さを増幅して撮像を行うためのイメージイ
ンテンシファイア付き蛍光画像撮像用テレビカメラとが
一体的に設けられている。
【０００５】また、そのようなテレビカメラユニット
は、途中が複数の回転継手により連結された回転支持ア
ームを有するテレビカメラスタンドのアームの先端に吊
り下げられている。
【０００６】そして、例えば光源装置やテレビモニタ等
のように内視鏡及びテレビカメラユニットと同時に用い
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られる機器類を載せるためのワゴンが設けられていて、
テレビカメラスタンドもワゴンに立設されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】生体の蛍光観察装置が
用いられる検査室内にはベッド及び各種の周辺機器類が
配置されていて、ワゴンの配置位置が極めて限定された
ものになる場合が少なくない。
【０００８】その結果、テレビカメラスタンドのアーム
の回動範囲がその周囲に配置された機器等と干渉して、
内視鏡操作が非常にやり難くなったり、逆に周囲の機器
の操作が妨げられる場合がある。
【０００９】そこで本発明は、ワゴンの配置位置が制約
される場合でも、ワゴンに立設されたテレビカメラスタ
ンドの回動範囲とその周囲に配置された機器との干渉を
できるだけ避けて、装置全体を操作し易くすることがで
きる生体の蛍光観察装置を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の生体の蛍光観察装置は、内視鏡の接眼部を
通った通常の内視鏡観察画像を撮像するための通常画像
撮像用テレビカメラと接眼部を通った蛍光観察画像の光
の強さを増幅して撮像を行うためのイメージインテンシ
ファイア付き蛍光画像撮像用テレビカメラとを含むテレ
ビカメラユニットを吊り下げて支持するためのテレビカ
メラスタンドが、内視鏡及びテレビカメラユニットと同
時に用いられる機器類を載せるためのワゴンに立設され
た生体の蛍光観察装置において、テレビカメラスタンド
を立設固定するためのスタンド固定部をワゴンの複数箇
所に設け、テレビカメラスタンドを複数箇所のうちのい
ずれかに選択的に立設固定できるようにしたものであ
り、スタンド固定部が、ワゴンの左右対辺位置に設けら
れていてもよい。
【００１１】また、テレビカメラスタンド以外の付帯部
材をテレビカメラスタンドとは別に位置を選択してワゴ
ンに固定できるように、付帯部材を固定するための付帯
部材固定部がワゴンの複数箇所に設けられていてもよ
い。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は生体の蛍光観察装置の全体構成を示す
正面図、図２は平面図、図３は側面図であり、内視鏡１
の接眼部２を接続するための接続機構３が下端部に設け
られた通常・蛍光両用テレビカメラユニット１０内に
は、接眼部２を通った通常の観察画像を撮像するための
通常画像撮像用テレビカメラと、接眼部２を通った蛍光
観察画像の光の強さを増幅して撮像を行うためのイメー
ジインテンシファイア付き蛍光画像撮像用テレビカメラ
とが一体的に組み込まれている。
【００１３】また通常・蛍光両用テレビカメラユニット
１０内には、内視鏡１の接眼部２を通った光を二つのテ
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3
レビカメラのいずれの撮像面に導くかを切り換えるため
の光路切換光学系が配置されており、操作摘まみ１１に
よって任意に切り換え操作することができる。
【００１４】５０は、光源装置５１、テレビモニタ５２
その他の通常の内視鏡観察及び蛍光観察に必要な機器類
を載せたワゴンであり、その底部の四隅には車輪５８が
取り付けられているので、自由に移動させることができ
る。
【００１５】２０は、通常・蛍光両用テレビカメラユニ
ット１０を吊り下げ支持するテレビカメラスタンドであ
り、ワゴン５０の上面に鉛直方向に立設された支持ポー
ル２５の上端に、回転支持アーム２１（第１及び第２の
アーム２１ａ，２１ｂ）の基端が回動自在に取り付けら
れた構成になっている。
【００１６】側方に向いた第１のアーム２１ａは、基部
回転継手２４ａによって、鉛直軸周りに回動自在に且つ
ある程度の範囲で上下に傾動可能に支持ポール２５の突
端に連結されている。
【００１７】第１のアーム２１ａの先端部には、第１の
アーム２１ａより上方において水平に向いた第２のアー
ム２１ｂが、中間回転継手２４ｂによって鉛直軸周りに
回動自在に連結されている。
【００１８】そして、第２のアーム２１ｂの先端部（即
ち、回転支持アーム２１の先端部）には、全方向に回動
自在なユニバーサルジョイント２４ｃを介して、通常・
蛍光両用テレビカメラユニット１０が吊り下げられてい
る。
【００１９】その結果、テレビカメラスタンド２０の支
持ポール２５の軸を中心に通常・蛍光両用テレビカメラ
ユニット１０を大きく回動させることができ、且つ、吊
り下げの支点であるユニバーサルジョイント２４ｃを中
心にして、球状の移動面の全方向に自由に移動させるこ
とができる。
【００２０】このような構成により、重いイメージイン
テンシファイアを内蔵する通常・蛍光両用テレビカメラ
ユニット１０が回転支持アーム２１の先端に支えられて
いて、術者は内視鏡１に手を添えるだけで重量的な負担
なく楽に操作を行うことができる。
【００２１】ワゴン５０には棚が数段設けられていて、
最上段に配置された回転テーブル６０には、テレビモニ
タ５２が弾力性のある押さえベルト５２ａにより固定さ
れている。６１は、回転テーブル６０の回転軸である。
【００２２】その下方の固定棚には、通常画像撮像用テ
レビカメラの制御を行うための通常画像用テレビカメラ
制御装置５３、蛍光画像撮像用テレビカメラの制御を行
うための蛍光画像用テレビカメラ制御装置５４、カラー
ビデオテープレコーダ５５と、画像のハードコピーをと
るためのビデオプリンタ５６等が載せられている。
【００２３】ワゴン５０の最下段には、医療用絶縁トラ
ンス５７が載せられており、さらにワゴン５０の最下段
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の裏面に形成された重り棚５０ａには転倒防止用の重り
６３が固定されて、全体の重心位置を下げている。
【００２４】ワゴン５０の左右側面には、移動時に手で
掴むための手押しハンドル６４が左側に取り付けられ、
交換用の内視鏡を支持するための内視鏡ハンガ５９（操
作部支持部５９ａ、コネクタ支持部５９ｂ）が右側に取
り付けられている。内視鏡は操作部支持部５９ａに支持
された操作部の下方に、挿入部が吊り下げられた状態に
なる。
【００２５】また、ワゴン５０に載せられた各種装置と
通常・蛍光両用テレビカメラユニット１０との間の信号
の伝送を行うための信号ケーブル束３０は、先端部分が
通常・蛍光両用テレビカメラユニット１０の上面に接続
され、支持ポール２５に沿ってさらにワゴン５０の上面
に沿い、ケーブル通し孔６５を通ってワゴン５０の内側
に引き込まれている。
【００２６】このように構成された生体の蛍光観察装置
において、テレビカメラスタンド２０の支持ポール２５
は、ワゴン５０の上面の左側手前部分に、図４に示され
るようにネジ止め固定されており、そのためのネジ孔７
１（スタンド固定部）がワゴン５０側に形成されてい
る。
【００２７】また、そのようにテレビカメラスタンド２
０を固定することができるネジ孔７１が、図２に示され
るようにワゴン５０の上面の右側手前部分にも形成さ
れ、それに合わせて、信号ケーブル束３０を通すための
ケーブル通し孔６５はワゴン５０の上面の左右位置に形
成されている。
【００２８】また、手押しハンドル６４はワゴン５０の
左側面部分に、図４及び図５に示されるようにネジ止め
固定されており、そのためのネジ孔７２（付帯部材固定
部）がワゴン５０側に形成されている。そして、そのよ
うに手押しハンドル６４を固定するためのネジ孔７２
が、ワゴン５０の右側面部分にも形成されている。
【００２９】また、内視鏡ハンガ５９（操作部支持部５
９ａ、コネクタ支持部５９ｂ）はワゴン５０の右側面部
分に、図６に示されるようにネジ止め固定されており、
そのためのネジ孔７３（付帯部材固定部）がワゴン５０
側に形成されている。そして、そのように内視鏡ハンガ
５９を固定するためのネジ孔７３が、ワゴン５０の左側
面部分にも形成されている。
【００３０】したがって、テレビカメラスタンド２０
と、付帯部材である手押しハンドル６４及び内視鏡ハン
ガ５９は、図７、図８及び図９に示されるように、ワゴ
ン５０に対して左右反対側の位置にも任意に取り付ける
ことができ、どちらの取り付け状態にするかを選択する
ことにより、テレビカメラスタンド２０の回転支持アー
ム２１の回動範囲とワゴン５０の周囲に配置された機器
との干渉を避けて、装置全体を操作し易くすることがで
きる。
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【００３１】なお、図１０及び図１１に示されるよう
に、テレビカメラスタンド２０、手押しハンドル６４及
び内視鏡ハンガ５９は、左右のどちら側に取り付けられ
た状態でも回転テーブル６０の回転範囲Ａと干渉しない
ように配置されている。
【００３２】また、図１２に示されるようにワゴン５０
の上面に突設されたストッパ８０を、図１３に示される
ように回転テーブル６０の回転範囲を規制する位置に配
置することにより、図１４に示されるように回転テーブ
ル６０の回転範囲を一定範囲に規制することができ、テ
レビモニタ５２に接続された信号ケーブル５２ｂの損傷
を防止することができる。
【００３３】
【発明の効果】テレビカメラユニットを吊り下げて支持
するためのテレビカメラスタンドを立設固定するための
スタンド固定部をワゴンの複数箇所に設け、テレビカメ
ラスタンドをその複数箇所のうちのいずれかに選択的に
立設固定できるようにしたことにより、検査室内におい
てワゴンの配置位置が制約される場合でも、ワゴンに立
設されたテレビカメラスタンドの回動範囲と周囲に配置
された機器との干渉をできるだけ避けて、装置全体を操
作し易くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の第１の
状態の正面図である。
【図２】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の第１の
状態の平面図である。
【図３】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の第１の
状態の側面図である。
【図４】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の左側部
分の部分正面断面図である。
【図５】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の左側部
分の部分平面断面図である。
【図６】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の右側部
分の部分平面断面図である。
【図７】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の第２の*
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*状態の正面図である。
【図８】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の第２の
状態の平面図である。
【図９】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の第２の
状態の側面図である。
【図１０】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の第１
の状態における回転テーブルの回転範囲を示す平面図で
ある。
【図１１】本発明の実施例の生体の蛍光観察装置の第２
の状態における回転テーブルの回転範囲を示す平面図で
ある。
【図１２】本発明の第２の実施例の生体の蛍光観察装置
の回転テーブルの回転範囲を規制するためのストッパの
正面断面図である。
【図１３】本発明の第２の実施例の生体の蛍光観察装置
の回転テーブルの回転範囲を規制するためのストッパの
配置を示す平面図である。
【図１４】本発明の第２の実施例の生体の蛍光観察装置
の回転テーブルの回転範囲を示す平面図である。
【符号の説明】
１  内視鏡
１０  通常・蛍光両用テレビカメラユニット
２０  テレビカメラスタンド
２１  回転支持アーム
２５  支持ポール
３０  信号ケーブル束
５０  ワゴン
５２  テレビモニタ
５９  内視鏡ハンガ（付帯部材）
６０  回転テーブル
６４  手押しハンドル（付帯部材）
６５  ケーブル通し孔
７１  ネジ孔（スタンド固定部）
７２，７３  ネジ孔（付帯部材固定部）
８０  ストッパ
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